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緑の地球新聞

ラ
オ
ス
国
立
大
学
と
新
た
な�

植
林
事
業
を
開
始�

―
２
０
２
５
年
度
の
活
動
報
告
―

１
．�

ラ
オ
ス
の
地
理
的
特
性 

及
び
森
林
の
状
況

ラ
オ
ス
は
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
の
内
陸
部

に
所
在
し
、
国
土
面
積
23
万
６
，
８
０
０

㎢
（
日
本
の
本
州
と
ほ
ぼ
同
面
積
）、
人

口
は
約
７
３
３
万
人
（
２
０
２
１
年
現

在
）、
首
都
は
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
で
す
。
国

土
の
70
％
は
高
原
や
山
岳
地
帯
で
す
。

ラ
オ
ス
は
熱
帯
地
域
に
所
在
し
、
モ
ン

ス
ー
ン
（
季
節
風
）
の
影
響
に
よ
り
明
瞭

　

２
０
２
４
年
か
ら
検
討
を
開
始
し
た
ラ
オ
ス
の
植
林
事
業
は
、２
０
２
５
年
５
月
に
、

当
基
金
と
ラ
オ
ス
政
府
と
の
間
で
、
合
意
書
の
締
結
に
至
り
ま
し
た
。

　

主
な
合
意
は
、
①
植
林
期
間
：
２
０
２
５
年
度
～
２
０
２
９
年
度
の
５
年
間
、
②
植

林
面
積
：
５
年
間
合
計
25
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
③
森
林
火
災
等
で
荒
廃
し
た
森
林
地
帯
を
正

常
に
復
元
し
、
そ
の
際
、
ラ
オ
ス
国
立
大
学
等
の
研
究
及
び
学
習
の
場
を
設
け
て
、
得

た
デ
ー
タ
を
今
後
の
ラ
オ
ス
国
内
の
緑
化
に
活
用
す
る
な
ど
で
す
。

　

ラ
オ
ス
側
か
ら
２
０
２
５
年
度
の
活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

に
雨
季
と
乾
季
が
あ
り
ま
す
。
雨
季
は
６

月
か
ら
10
月
で
、
年
間
総
雨
量
の
ほ
と
ん

ど
は
雨
季
に
集
中
し
ま
す
。
乾
季
は
11
月

か
ら
２
月
下
旬
で
す
。
気
候
は
サ
バ
ン
ナ

気
候
で
す
。

ラ
オ
ス
で
は
、
１
９
４
０
年
代
に
70
％

を
占
め
て
い
た
森
林
の
割
合
が
、
２
０
０

２
年
に
は
４
１
・
５
％
ま
で
低
下
し
ま
し

た
。
ラ
オ
ス
政
府
は
、
森
林
割
合
を
70
％

ま
で
回
復
さ
せ
よ
う
と
計
画
し
て
い
ま
す

が
、
２
０
１
０
年
現
在
58
％
に
と
ど
ま
っ

２
．
本
件
植
林
事
業
の
概
要

（
１
）
事
業
名
：
環
境
保
護
の
た
め
の
植

林
に
よ
る
ラ
オ
ス
人
民
民
主
共
和
国
の

緑
化

（
２
）
事
業
実
施
者
：
政
府
林
業
省
、
ラ

オ
ス
国
立
大
学

（
３
）
事
業
実
施
期
間
：
２
０
２
５
年
度

～
２
０
２
９
年
度
の
５
年
間

（
４
）
年
間
助
成
額
：
年
１
万
米
ド
ル

　
（
約
１
６
０
万
円
）、
５
年
総
額
５
万
米

ド
ル
（
約
８
０
０
万
円
）

（
５
）
事
業
概
要

①�

目
的
：
ラ
オ
ス
国
立
大
学
の
実
験
林

は
総
面
積
１
，
３
０
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
と

広
大
だ
が
、
森
林
火
災
が
繰
り
返
さ
れ

て
い
る
。
５
年
間
で
25
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

荒
廃
し
た
森
林
地
帯
を
正
常
に
復
元
す

る
。
そ
の
際
、
ラ
オ
ス
国
立
大
学
の
教

授
及
び
学
生
の
た
め
の
研
究
及
び
学
習

ラオスの地図

て
い
ま

す
。
こ
う

し
た
状
況

か
ら
、
ラ

オ
ス
政
府

は
森
林
の

復
興
等
に

力
を
入
れ

て
い
ま

す
。

中華人民共和国

カンボジア

ベトナム

ビエンチャン
（ラオス国立大学所在地）

タイ
ラオス

ミ
ャ
ン
マ
ー

２０２５年度の植林風景①
後ろの横断幕には、「緑の地球防衛基金」のロゴマーク
も描かれています
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の
場
を
設
け
、
得
た
デ
ー
タ
は
今
後
の

ラ
オ
ス
国
内
の
緑
化
に
活
用
す
る
。

②
植
林
面
積
：
５
年
間
で
25
ヘ
ク
タ
ー
ル

③�

植
林
本
数
：
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
６

２
５
本
。（
持
続
可
能
な
森
林
を
確
立

す
る
た
め
、
４
ｍ
×
４
ｍ
の
間
隔
で
植

樹
し
、
各
樹
木
が
16
㎡
の
ス
ペ
ー
ス
を

占
め
る
よ
う
に
す
る
。）

　

５
年
間
合
計
１
万
５
，
６
２
５
本
。

④�

樹
種
：
森
林
の
修
復
、
再
生
、
環
境
保

全
に
最
適
な
在
来
木
材
種
。マ
イ
ヤ
ン
、

マ
イ
カ
ー
ン
、
マ
イ
ド
ゥ
な
ど
。

３
．
２
０
２
５
年
度
の
植
林
活
動

（
１
）
植
栽
日
： 

２
０
２
５
年
６
月
に
最

初
の
植
林
を
実
施
。

（
２
）
植
林
場
所
：
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
首
都

圏
サ
ン
ト
ン
郡
ハ
イ
タ
イ
村
近
郊
の
森

林
。
森
林
火
災
な
ど
に
よ
っ
て
荒
廃
ま

た
は
影
響
を
受
け
た
箇
所
の
一
部
に
植

林
し
ま
し
た
。

（
３
）
植
林
面
積
：
3.5
ヘ
ク
タ
ー
ル
。

（
４
）
植
林
し
た
樹
種
と
本
数
：

①
（
６
月
）
マ
イ
ド
ゥ 

２
，
５
０
０
本
、

マ
イ
ヴ
ィ
ッ
ク
１
，
５
０
０
本
、
マ
イ

テ
カ
５
０
０
本
、
マ
イ
カ
ー
ン
20
本
の

合
計
４
種
類
４
，
５
２
０
本
。

②
（
そ
の
後
２
０
２
６
年
２
月
ま
で
に
行

わ
れ
た
補
植
）

　

マ
イ
ド
ゥ
５
０
０
本
、
マ
イ
ヴ
ィ
ッ
ク

５
０
０
本
が
枯
死
し
た
た
め
、
そ
の
補

植
と
植
栽
面
積
の
拡
大
を
目
的
と
し

て
、
マ
イ
テ
カ
５
０
０
本
の
他
、
新
た

に
２
樹
種
１
，２
０
０
本
が
補
植
さ
れ
、

結
果
２
０
２
６
年
４
月
現
在
、
６
種
類

５
，
２
０
０
本
が
生
存
し
て
い
ま
す
。

（
５
）
２
０
２
５
年
度
中
に
実
施
し
た
植

栽
地
の
維
持
管
理
作
業
：

①
除
草
作
業
：
乾
季
に
２
～
３
回
実
施
。

②
補
植
：
２
０
２
６
年
１
～
２
月
に
実
施
。

③
防
火
帯
の
設
置
：
火
災
時
の
延
焼
を
防

ぐ
た
め
、
植
栽
地
の
周
囲
に
幅
２
～
３

メ
ー
ト
ル
の
防
火
帯
を
設
置
。

（
６
）
２
０
２
５
年
度
の
植
林
に
つ
い
て

の
所
見

　

�　

ラ
オ
ス
で
は
雨
季
が
始
ま
る
６
月

に
植
林
作
業
を
実
施
し
ま
す
。
２
０
２

５
年
度
の
植
林
は
、
合
意
書
の
締
結
が

５
月
半
ば
と
な
っ
た
た
め
苗
木
の
準
備

期
間
が
短
く
、
入
手
で
き
る
樹
種
が
限

ら
れ
て
し
ま
い
、
植
林
さ
れ
た
樹
種
及

び
本
数
が
、
合
意
書
の
記
載
内
容
と
異

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
ラ
オ

ス
側
は
真
摯
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今

後
の
展
開
が
楽
し
み
で
す
。

５
年
ご
と
に
世
界
の
森
林
の
現
状
を
調

査
し
た
「
世
界
森
林
資
源
評
価
２
０
２
５
」

を
、国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
が
、

昨
年
10
月
に
公
表
し
て
い
ま
す
。

１
．�

世
界
の
森
林
の
現
状
―
森
林
の 

約
半
分
は
熱
帯
に
分
布

同
報
告
書
に
よ
る
と
、
２
０
２
５
年
の

世
界
の
森
林
面
積
は
約
41
億
４
，
０
０
０

万
ha
（
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
で
、
陸
地
面
積
の

約
３
分
の
１
（
32
％
）
を
占
め
て
い
ま
す
。

気
候
帯
別
に
見
る
と
、
熱
帯
に
分
布
す

る
割
合
が
最
も
多
く
（
45
％
）、
亜
寒
帯
、

温
帯
、
亜
熱
帯
と
続
き
ま
す
。

世
界
の
森
林
の
半
分
以
上
（
54
％
）
は
、

ロ
シ
ア
連
邦
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
カ
ナ
ダ
、
米

国
、中
国
の
５
か
国
に
分
布
し
て
い
ま
す
。

２
．�

続
い
て
い
る
森
林
減
少
― 

減
少
ペ
ー
ス
は
鈍
化

世
界
の
森
林
減
少
は
続
い
て
い
ま
す
。

約
１
万
年
前
（
日
本
の
縄
文
時
代
）
に

は
世
界
の
森
林
面
積
は
62
億
ha
あ
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
現
在
は
、
前

述
し
た
約
41
億
４
，
０
０
０
万
ha
で
す
。

一
方
、
そ
の
純
減
速
度
は
、
１
，
０
７
０

万
ha
／
年（
１
９
９
９
年
～
２
０
０
０
年
）

か
ら
、
４
１
２
万
ha
／
年
（
２
０
１
５
年

～
２
０
２
５
年
）
に
低
下
し
て
い
ま
す
。

地
域
別
に
は
、
ア
ジ
ア
で
は
１
９
９
０

年
か
ら
２
０
２
５
年
に
か
け
て
森
林
面
積

が
中
国
の
植
林
な
ど
に
よ
り
増
加
を
続
け

て
い
る
一
方
で
、
南
米
と
ア
フ
リ
カ
で
は

森
林
面
積
が
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。
プ

ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
拡
大
す
る
た
め
の
森

林
伐
採
が
大
き
な
要
因
で
す
。

３
．
森
林
の
撹
乱
要
因

森
林
被
害
、
森
林
減
少
の
大
き
な
要
因

に
つ
い
て
も
記
述
が
見
ら
れ
ま
す
。

（
１
）
火
災
：
火
災
は
森
林
に
対
す
る
大

き
な
撹
乱
要
因
で
あ
り
、
森
林
減
少
、
劣

化
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
９
年
に

は
、
約
１
億
２
，
３
０
０
万
ha
も
の
森
林

が
火
災
の
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

（
２
）
病
害
虫
、
異
常
気
象
：
２
０
２
０

年
に
は
約
４
，
１
０
０
ha
の
森
林
が
被
害

を
受
け
ま
し
た
。

（
３
）
農
地
拡
大
等
：
今
般
の
Ｆ
Ａ
Ｏ
公

表
資
料
で
も
、
南
米
と
ア
フ
リ
カ
で
森
林

面
積
が
大
幅
に
減
少
し
た
要
因
と
し
て
記

述
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
途
上
国
に
お
け

る
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
大
や
鉱
業
生

産
の
拡
大
が
、
森
林
破
壊
、
森
林
減
少
の

大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

♢ 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
林
は
、
Ｃ
Ｏ
２
の
吸
収
源
と
し
て
も

注
目
度
が
高
ま
っ
て
お
り
、
地
球
温
暖
化

の
観
点
や
多
く
の
動
植
物
の
生
命
の
源
と

し
て
の
生
物
多
様
性
の
観
点
な
ど
、
私
た

ち
人
類
に
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
る
こ
と

を
今
一
度
心
に
と
ど
め
て
、
そ
の
保
全
に

努
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

２０２５年度の植林風景②
多くの地元住民、学生が参加して、６月４日に植林が
実施されました

減
少
を
続
け
る
世
界
の
森
林

面
積
　
減
少
ペ
ー
ス
は
鈍
化

国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）

が
公
表
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６
月
８
日
、「
緑
の
地
球
防
衛
基
金
」

の
元
副
会
長
で
、
衆
議
院
議
長
、
自
民
党

総
裁
等
多
く
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
た
河
野

洋
平
氏
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

河
野
元
副
会
長
は
、「
緑
の
地
球
防
衛

基
金
」
が
１
９
８
２
年
に
設
立
さ
れ
た
当

初
か
ら
、
当
基
金
の
副
会
長
と
し
て
精
力

的
に
ご
活
動
い
た
だ
き
、
当
基
金
の
発
展

に
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
。
当
基
金
と
し

て
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
深
く
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

河
野
元
副
会
長
に
は
、
基
金
設
立
当
初

か
ら
講
演
や
寄
稿
等
を
通
じ
て
、
様
々
な

ご
意
見
等
を
賜
り
ま
し
た
が
、
そ
の
意
見

は
、
今
読
み
返
し
て
み
て
も
長
い
時
を
経

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
く
色
あ
せ

て
い
な
い
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

そ
の
ご
意
見
の
一
端
を
改
め
て
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
緑
の
地
球
新
聞
」
創
刊
号　

１
９
８
３
年
７
月
５
日
発
行

◆
国
の
威
信
に
◆

緑
の
中
に
文
明
が
芽
生
え
、
文
明
の
後

に
砂
漠
が
残
る････

誤
っ
た
歴
史
の
歩

み
を
、
こ
れ
以
上
繰
り
返
し
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
人
類
が
消
費
文
化
と
軍
拡
に
節
度

を
見
失
っ
て
い
る
間
に
、
森
林
破
壊
と
砂

漠
化
は
今
も
地
球
規
模
で
じ
わ
じ
わ
と
広

が
っ
て
い
ま
す
。
先
進
諸
国
は
今
こ
そ
、

問
題
は
山
中
さ
ん
が
力
を
発
揮
し
て
処
理

し
ま
し
た
が
、
そ
の
組
織
の
上
に
日
本
に

於
け
る
環
境
問
題
の
指
針
を
立
ち
上
げ
た

の
は
大
石
武
一
さ
ん
で
し
た
。

大
石
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
の
経
済
発
展
を

何
よ
り
重
要
と
し
て
き
た
政
策
に
長
期
的

な
視
点
を
取
り
入
れ
、
そ
こ
か
ら
生
き
と

し
生
け
る
物
に
と
っ
て
良
き
環
境
の
維
持

を
最
も
重
要
な
問
題
と
位
置
づ
け
た
の
で

す
。
こ
う
し
た
考
え
を
広
く
多
く
の
人
た

ち
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
大
石
さ
ん
は
尾

瀬
沼
に
計
画
さ
れ
て
い
た
自
動
車
が
通
る

よ
う
な
道
路
の
建
設
に
反
対
し
ま
し
た
。

産
業
優
先
の
道
路
政
策
に
見
直
し
を
求
め

自
然
の
保
護
を
主
張
し
た
の
で
す
。
そ
れ

ま
で
の
常
識
の
よ
う
だ
っ
た
経
済
優
先
の

政
策
の
転
換
は
、
今
で
は
多
く
の
人
の
支

持
が
あ
り
ま
す
が
、
当
時
は
抵
抗
も
強
く

大
石
さ
ん
は
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
苦
労

を
さ
れ
た
の
で
す
。

多
く
の
人
の
理
解
を
得
る
た
め
に
そ
の

一
環
と
し
て〝
緑
の
地
球
へ
の
募
金
運
動
〟

を
行
う
事
と
し
て
、
自
ら
有
楽
町
の
駅
頭

に
立
っ
て
募
金
の
お
願
い
に
声
を
か
ら
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
に

は
私
も
鯨
岡
兵
輔
さ
ん
や
フ
ラ
ン
ス
ワ
ー

ズ
・
モ
レ
シ
ャ
ン
さ
ん
な
ど
と
一
緒
に
募

金
箱
を
持
っ
て
駅
前
に
並
び
ま
し
た
。
そ

し
て
街
を
行
く
人
に
、
驚
く
程
の
勢
い
で

減
っ
て
き
て
い
る
地
球
の
緑
を
今
守
ら
な

け
れ
ば
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
と

一
人
一
人
に
呼
び
掛
け
た
の
で
す
。
と
同

時
に
、
こ
の
地
球
を
救
お
う
と
い
う
緑
の

地
球
防
衛
の
為
の
基
金
づ
く
り
と
い
う
壮

他
国
に
軍
隊
を
送
っ
て
「
力
と
抑
圧
の
覇

権
」
を
競
う
の
で
な
く
、
地
球
の
緑
を
守

る
技
術
と
資
金
と
奉
仕
で
途
上
国
を
潤
す

「
緑
の
覇
権
」
に
国
家
の
威
信
を
か
け
る

べ
き
で
す
。

「
緑
の
地
球
新
聞
」
第
１
５
０
号

２
０
２
０
年
10
月
５
日
発
行

◆
緑
の
地
球
を
護
る
運
動
を
続
け
よ
う
◆

二
千
数
百
年
前
の
中
国
の
書
物
に
「
一

年
先
の
こ
と
を
考
え
る
な
ら
種
を
蒔
け　

十
年
先
の
こ
と
を
考
え
る
な
ら
樹
木
を
植

え
よ　

そ
し
て
百
年
先
を
考
え
る
な
ら
人

を
育
て
よ
」
と
い
う
言
葉
が
書
か
れ
て
い

る
と
聞
き
ま
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
の
ホ
ー

チ
ー
ミ
ン
が
こ
れ
を
取
り
上
げ
て
教
育
の

基
本
と
し
た
の
も
有
名
な
話
で
す
。
地
球

上
の
緑
の
危
機
だ
と
知
っ
た
先
輩
達
が

「
緑
の
地
球
防
衛
基
金
」
を
作
っ
た
の
は

地
球
を
救
う
と
同
時
に
人
類
の
未
来
を
考

え
た
か
ら
で
も
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

大
石
武
一
初
代
会
長
は
環
境
庁
長
官
と

し
て
そ
れ
ま
で
日
本
が
目
指
し
て
い
た
国

作
り
の
方
向
に
大
き
な
転
換
を
示
唆
し
ま

し
た
。
日
本
で
は
昭
和
四
十
六
年
七
月
に

環
境
庁
が
発
足
し
ま
し
た
。
初
代
長
官
は

佐
藤
内
閣
の
実
力
者
だ
っ
た
山
中
定
則
さ

ん
で
し
た
が
、
山
中
さ
ん
は
組
織
を
作
り

上
げ
て
、
な
ん
と
四
日
後
に
は
長
官
は
大

石
武
一
さ
ん
に
代
わ
り
ま
し
た
。
新
し
い

役
所
を
造
る
と
い
う
事
は
大
変
な
事
で
し

た
。
既
成
の
役
所
に
係
わ
っ
て
い
た
仕
事

を
整
理
す
る
と
い
う
沢
山
の
問
題
を
処
理

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の

大
な
運
動
も
理
解
し
て
欲
し
か
っ
た
の
で

す
。
巨
額
の
寄
付
も
有
り
難
か
っ
た
の
で

す
が
、
街
を
行
く
一
人
一
人
が
こ
の
呼
び

か
け
を
理
解
し
自
ら
が
進
ん
で
協
力
し
た

と
い
う
実
感
を
、
多
く
の
人
に
持
っ
て
欲

し
か
っ
た
の
で
す
。

見
渡
す
限
り
の
砂
漠
の
中
の
一
角
に
あ

る
オ
ア
シ
ス
が
ど
れ
ほ
ど
生
き
物
に
と
っ

て
貴
重
な
も
の
か
、
大
自
然
の
営
み
の
中

で
一
人
の
人
間
の
営
み
な
ど
全
く
顕
微
鏡

で
見
る
バ
ク
テ
リ
ア
よ
り
も
小
さ
な
も
の

で
し
ょ
う
。
し
か
し
一
人
一
人
の
行
動
が

纏
ま
れ
ば
砂
漠
の
一
角
に
緑
の
一
群
を
作

る
こ
と
も
或
い
は
地
球
を
覆
い
隠
し
そ
う

な
砂
漠
化
を
止
め
る
こ
と
も
出
来
る
と
信

じ
て
こ
の
「
緑
の
地
球
防
衛
の
運
動
」
は

始
ま
っ
た
の
で
す
。

「
継
続
は
力
」
と
な
り
ま
す
。
改
め
て

根
気
強
く
繰
り
返
し
大
石
武
一
会
長
は
じ

め
先
輩
達
の
始
め
た
こ
の
運
動
の
重
要
性

を
確
認
し
な
が
ら
運
動
を
引
き
継
い
で
行

き
ま
し
ょ
う
。

当基金の街頭募金で大石会長や田英夫参議院
議員と一緒に募金活動に参加する在りし日の
河野洋平副会長

河
野
洋
平
　
元
「
緑
の
地
球

防
衛
基
金
」
副
会
長
、
元
衆

議
院
議
長
が
逝
去
さ
れ
る
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使
用
済
み
切
手
等
協
力
者

（
３
月
16
日
〜
６
月
15
日
敬
称
略
）

安
藤
三
男
、
石
隈
章
子
、
一
柳
清
美
、
植

田
和
昭
、
大
多
喜
義
慶
、
大
西
満
信
、
鎌

田
央
保
、
帰
城
達
矢
、
木
村
直
子
、
孝
田

荘
屋
、
込
貝
恵
子
、
小
柳
祐
一
、
斎
藤
、

榊
原
静
香
、
副
島
美
菜
子
、
谷
宗
親
、
辻

村
彩
子
、
中
泉
亜
紀
、
中
野
寿
人
、
中
村

仁
美
、
林
央
、
平
野
美
穂
、
福
田
三
枝
子
、

福
西
邦
子
、三
木
健
司
、山
口
元
子
、匿
名

同
法
人
・
団
体
協
力
者

（
３
月
16
日
〜
６
月
15
日
敬
称
略
）

㈳
会
津
若
松
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
㈳
愛

知
県
社
会
福
祉
協
議
会
、㈱
朝
日
工
業
社
、

安
藤
産
業
㈱
、
㈱
伊
予
銀
行
、
宇
佐
な
が

す
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
王
子
製
紙
新
労

働
組
合
苫
小
牧
支
部
、
㈱
奥
村
組
、
片
山

鋲
螺
工
業
㈱
、
木
島
法
律
事
務
所
、
㈱
コ

ア
ー
建
築
工
房
、
光
陽
精
機
㈱
つ
く
ば
工

場
、
㈱
小
寺
工
業
、
シ
ー
キ
ュ
ー
ブ
㈱
、

清
水
建
設
㈱
名
古
屋
支
店
、
清
水
建
設
㈱

北
陸
支
店
、新
光
電
気
工
業
㈱
、静
甲
㈱
、

㈳
泉
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
㈳
袖
ヶ
浦

市
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
、
第
一
設
備
工
業
㈱
、
大
成
建
設
㈱

全
社
Ｅ
Ｍ
Ｓ
事
務
局
、
大
成
建
設
㈱
横
浜

支
店
、
㈱
拓
和
仙
台
支
店
、
タ
チ
バ
ナ
工

業
㈱
、
㈱
種
清
、「
小
さ
な
親
切｣

運
動

宮
城
県
本
部
、
東
京
管
理
サ
ー
ビ
ス
㈱
、

東
部
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
、東
洋
熱
工
業
㈱
、

㈱
ト
ー
タ
ル
オ
フ
ィ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
、（
公

財
）名
古
屋
市
み
ど
り
の
協
会
、
西
は
り

ま
司
法
書
士
法
人
、
ニ
ッ
パ
ツ
・
メ
ッ
ク

㈱
、㈱
ハ
シ
モ
ト
、㈱
藤
井
合
金
製
作
所
、

不
二
建
設
㈱
、富
士
通
フ
ロ
ン
テ
ッ
ク
㈱
、

㈱
松
村
組
、
三
浦
工
業
㈱
、
三
越
伊
勢
丹

グ
ル
ー
プ
労
働
組
合
、
都
城
金
御
岳
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
㈱
明
誠
、
㈱
森
組

寄
付
協
力
者

（
３
月
16
日
〜
６
月
15
日
敬
称
略
）

磯
部
義
孝
、Ｍ
Ｓ
＆
Ａ
Ｄ
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー

ト
㈱
、
㈱
乗
馬
ク
ラ
ブ
ク
レ
イ
ン
、
生
化

学
工
業
㈱
、（
一
財
）服
部
緑
地
振
興
協
会
、

幅
田
博
樹
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ベ
ン
ダ
ー

協
会
、松
本
秀
勝
、三
井
住
友
カ
ー
ド
㈱
、

森
口
修
、
安
永
美
恵
、
ラ
サ
商
事
㈱

２
０
２
４
年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
・
吸
収
量
は
９
億
９
，
４
０
０
万

ト
ン
。
前
年
度
比
1.9
％
の
減
少

環
境
省
は
、
２
０
２
６
年
４
月
、
２
０

２
４
年
度
の
我
が
国
の
「
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
・
吸
収
量
（
確
報
値
）」
を
公
表
し

ま
し
た
。

２
０
２
４
年
度
の
「
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
・
吸
収
量
」
は
９
億
９
，
４
０
０
万
ト

ン
（
Ｃ
Ｏ
２
換
算
）
と
な
り
、
前
年
度
比

1.9
％
（
１
，
８
８
０
万
ト
ン
）
の
減
少
と

な
り
ま
し
た
。
我
が
国
が
基
準
と
す
る
２

０
１
３
年
度
以
降
、
初
め
て
10
億
ト
ン
の

大
台
を
下
回
り
、
２
０
１
３
年
度
の
排
出

量
14
億
７
０
０
万
ト
ン
（
Ｃ
Ｏ
２
換
算
）

と
比
較
す
る
と
、
２
８
・
７
％
の
減
少
で

し
た
。

下
の
グ
ラ
フ
は
、
２
０
１
３
年
度
か
ら

２
０
２
４
年
度
に
か
け
て
の
温
室
効
果
ガ

ス
年
間
排
出
・
吸
収
実
績
と
、
日
本
政
府

が
２
０
５
０
年
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
の
実
現
に
向

け
た
減
少
傾
向
を
並
べ
た
グ
ラ
フ
で
す
。

２
０
２
４
年
度
の
数
値
が
過
去
最
低
を
記

録
し
、
２
０
５
０
年
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
の
実
現

に
向
け
た
減
少
傾
向
を
継
続
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

環
境
省
は
、
排
出
量
が
減
少
し
た
主
な

要
因
に
つ
い
て
、
①
電
源
構
成
に
占
め
る

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
原
子
力
の
合
計

割
合
が
３
割
を
超
え
、
電
源
の
脱
炭
素
化

が
進
ん
だ
こ
と
、
②
産
業
部
門
の
排
出
量

の
４
割
を
占
め
る
鉄
鋼
業
の
生
産
低
迷
な

ど
製
造
業
の
国
内
生
産
活
動
の
減
少
に
よ

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
減
少
な
ど
が
考

え
ら
れ
る
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
２
０
２
４
年
度
の
「
森
林
等
の

吸
収
源
対
策
に
よ
る
吸
収
量
」
は
、
前
年

度
と
ほ
ぼ
同
量
の
約
５
，
２
３
０
万
ト
ン

（
２
０
２
３
年
度
は
約
５
，
３
９
０
万
ト

ン
）
と
な
り
ま
し
た
。
吸
収
量
が
伸
び
悩

ん
で
い
る
要
因
と
し
て
は
、
人
工
林
が
高

齢
化
し
、
樹
木
の
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
量
が
鈍
化

し
た
こ
と
等
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
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※目標は全て2013年度比2024年度排出・吸収量実績
▲28.7%
9.9億トン

2030年度目標
▲46％

2035年度目標
▲60％

2040年度目標
▲73％

2050年目標
排出・吸収量：０
（ネット・ゼロ）

14.0 （折れ線グラフ）

（年度）
←吸収量

←排出量

︵
億
ﾄ
ﾝ
C
O
2
換
算
︶

2050年ネット・ゼロに向けた進捗状況

使用済み切手等売上表
（3月16日～6月15日）

未使用テレホンカード 0 円

未使用／使用済み切手 245,846 円

未使用／書き損じハガキ 3,870 円

外国コイン＆紙幣 2,880 円

合　　　　　計 252,596 円

たくさんの使用済み切手など
ありがとうございました

事務局からのお願い
　全国の皆さま、いつも使
用済み切手などをお送り下
さりありがとうございます。
　当基金では、皆さまから
お送りいただいた「未使用
／使用済み切手」「未使用
／書き損じハガキ」「外国コ
イン＆紙幣」の売上金を植
林活動等に役立てています。
引き続き、ご協力の程お願
いいたします。


